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は
じ
め
に

　

国
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
野
菜
は
農
林

水
産
省
に
品
種
登
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

１
５
４
種
類
（
34
科
、
１
２
９
種
）
と
多

く
、
そ
の
内
流
通
さ
れ
て
い
る
の
が
約
80

品
目
あ
り
ま
す
（
指
定
野
菜
14
品
目
、
特

定
野
菜
28
品
目
）。
し
か
し
、
国
内
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
農
作
物
は
穀
類
の
イ
ネ
や

ム
ギ
類
を
含
め
て
、
そ
の
多
く
の
原
産
地

が
外
国
で
す
。

　

ま
た
、
国
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
農
作

物
に
は
多
年
生
の
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
原
産
地
の
気
候
条
件
と
大

き
く
異
な
る
た
め
、
１
年
生
と
し
て
扱
わ

れ
る
農
作
物
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
主

食
で
あ
る
イ
ネ
、
定
番
野
菜
で
あ
る
ト
マ

ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
は
多
年
生
で
す
が
、

日
本
で
は
越
冬
で
き
な
い
た
め
１
年
生
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

　

植
物
は
動
物
の
よ
う
に
移
動
し
て
繁
殖

場
所
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
適
地
・
不
適
地
に
か
か
わ
ら
ず
、

種
子
が
落
ち
た
土
壌
で
、
仕
方
な
く
繁
殖

を
試
み
ま
す
。
適
応
で
き
た
個
体
は
繁
殖

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
適
応
で
き
な

か
っ
た
個
体
は
生
育
不
良
と
な
り
や
が
て

消
滅
し
ま
す
。
ま
た
、
農
作
物
は
人
の
手

に
よ
っ
て
、
自
生
で
き
な
い
気
候
や
土
壌

条
件
の
場
所
に
播
種
、
定
植
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
農
薬
、
肥
料
、

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
資
材
、
栽
培
方
法
な
ど

で
す
。

　

固
定
種
の
農
作
物
を
３
年
以
上
、
気
候

や
土
壌
な
ど
の
環
境
条
件
の
異
な
る
２
つ

の
地
域
で
自
家
採
種
し
な
が
ら
栽
培
す
る

と
し
ま
す
。
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

栽
培
歴
が
異
な
る
２
つ
の
農
作
物
を
比
較

栽
培
す
る
と
、
同
じ
品
種
で
あ
る
は
ず
な

の
に
全
く
異
な
っ
た
品
種
の
よ
う
な
形
態

を
示
し
ま
す
。
こ
れ
は
本
質
的
な
性
質
は

変
化
し
な
い
も
の
の
、
農
作
物
が
そ
の
土

地
の
環
境
に
適
応
し
た
た
め
に
生
じ
た
現

象
で
不
均
衡
進
化
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
農
作
物
は
初
め
て
栽
培

さ
れ
た
土
地
の
気
候
や
土
壌
条
件
に
適
応

し
よ
う
と
し
ま
す
。
適
応
で
き
た
個
体
は

生
き
残
っ
て
世
代
を
更
新
し
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
市
販
さ
れ
て
い
る
種
子
の
多
く
は

気
候
や
土
壌
な
ど
の
環
境
条
件
が
栽
培
地

と
は
異
な
る
環
境
で
採
種
さ
れ
て
い
ま

す
。
亜
熱
帯
の
東
南
ア
ジ
ア
で
採
種
さ
れ

た
種
子
は
亜
熱
帯
の
気
候
に
は
適
応
し
て

い
ま
す
が
、
温
暖
な
日
本
の
環
境
条
件
に

は
適
応
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本
の

気
候
は
北
と
南
で
は
大
き
く
異
な
り
、
冷

涼
な
北
海
道
か
ら
亜
熱
帯
の
沖
縄
ま
で
存

在
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
沖
縄
で
採
種
さ

れ
た
種
子
を
用
い
て
北
海
道
で
栽
培
し
て

も
良
く
育
ち
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
農
作

物
を
栽
培
す
る
地
域
に
適
応
さ
せ
る
こ
と

が
自
家
採
種
を
行
う
大
き
な
理
由
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
育
種
と
採
種
は
異
な
り
ま

す
。「
育
種
」
は
積
極
的
に
交
雑
を
行
い

新
し
い
品
種
を
育
成
し
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
「
採
種
」
は
地
域
適
応
性
を
高
め
る

も
の
の
、交
雑
さ
せ
な
い
よ
う
に
品
種（
系

統
）
を
維
持
し
ま
す
。
こ
の
た
め
育
種
で

は
新
し
い
系
統
を
選
抜
し
ま
す
が
、
採
種

で
は
異
な
っ
た
系
統
は
取
り
除
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
混
同
す
る
と
自
家
採
種
は
上

手
に
行
え
ま
せ
ん
。

多
年
生
と
一
年
生

　

植
物
は
大
き
く
木
本
類
と
草
本
類
に
分

け
ら
れ
、
木
本
類
は
常
緑
樹
と
落
葉
樹
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
ミ
カ
ン
や
ビ
ワ
は

常
緑
果
樹
、
ナ
シ
や
リ
ン
ゴ
は
落
葉
果
樹
で

す
。
多
く
の
場
合
、
木
本
類
は
多
年
生
で
草

特集  タネ採りに挑戦しよう
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多年生・一年生の
区別 主な農作物

多年生の農作物

イネ、イチゴ、セリ、ミツバ、レタス、チコリ、ウド、
ニラ、ネギ、ワケギ、アサツキ、ラッキョウ、サトイモ、
ジャガイモ、サツマイモ、コンニャク、キクイモ、アー
ティチョーク、ヤーコンなど

冬は地上部が枯死
するが春萌芽する

アスパラガス、フキ、ミョウガ、ヤマイモ、コンフリー
など

寒さのため冬枯れ
するが多年生

トマト、ナス、ピーマン、ツルナ、クウシンサイ（ヨ
ウサイ）など

多年生だが一年生
として扱われる キャベツ、ブロッコリーなど

一年生の農作物
コムギ、オオムギなどのムギ類、スイカ、キュウリ、
カボチャ、メロンなどのウリ科野菜、エダマメ、イ
ンゲン、エンドウ、ソラマメなどのマメ科野菜など

本
類
は
一
年
生
で
す
。
農
作
物
は
ほ
と
ん
ど

が
草
本
類
で
す
が
、
草
本
類
の
農
作
物
に
も

多
年
生
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

　

多
年
生
は
一
度
植
え
付
け
る
と
長
い
間

栽
培
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
し
か
し
日

本
に
は
し
っ
か
り
し
た
四
季
が
あ
り
、
冬

を
越
せ
ず
に
枯
れ
て
し
ま
う
た
め
、イ
ネ
、

ナ
ス
、
ト
マ
ト
の
よ
う
に
一
年
生
と
思
わ

れ
て
い
る
作
物
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
一

年
生
は
ム
ギ
類
や
ダ
イ
ズ
の
よ
う
に
花
が

咲
き
結
実
す
る
と
そ
の
一
生
は
終
わ
り
ま

す
。
多
年
生
は
２
年
以
上
生
存
で
き
る
農

作
物
で
す
。
ま
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、フ
キ
、

ミ
ョ
ウ
ガ
の
よ
う
に
冬
に
地
上
部
が
枯
れ

て
も
、
地
下
部
が
生
き
残
り
春
に
再
び
芽

を
出
す
の
も
多
年
生
で
す
。
実
は
、
一
年

生
と
思
わ
れ
て
い
る
多
く
の
農
作
物
は
多

年
生
な
の
で
す
（
表
１
）。

　

多
年
生
と
一
年
生
で
は
当
然
の
こ
と
な

が
ら
環
境
の
適
応
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

多
年
生
は
植
え
ら
れ
た
当
年
の
個
体
か
ら

適
応
を
は
じ
め
ま
す
。
た
と
え
ば
多
年
生

で
種
子
繁
殖
す
る
ピ
ー
マ
ン
は
高
温
を
好

む
野
菜
で
す
が
、
徐
々
に
低
温
に
遭
遇
さ

せ
る
と
低
温
適
応
性
を
獲
得
し
て
、
霜
が

降
り
る
初
冬
ま
で
生
育
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
多
年
生
で
栄
養
繁
殖

す
る
サ
ツ
マ
イ
モ
や
シ
ョ
ウ
ガ
な

ど
は
栽
培
初
年
に
環
境
適
応
を
獲

得
し
ま
す
の
で
、
２
年
目
か
ら
は

環
境
に
適
応
し
た
栽
培
が
行
え
ま

す
。

　

一
年
草
は
当
年
の
個
体
が
環
境

に
感
応
し
、
種
子
繁
殖
を
経
て
次

の
年
に
適
応
し
た
個
体
と
不
適
応

の
個
体
に
分
離
し
ま
す
。
そ
し
て

３
世
代
目
以
降
に
環
境
適
応
性
を

獲
得
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
一
年
生

の
種
子
繁
殖
系
野
菜
は
３
年
間
の

自
家
採
種
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
年
生
と
多
年

生
で
は
採
種
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

F1
品
種
と
固
定
品
種

　
「
F1

品
種
は
種
子
が
採
れ
な
い
」
と

聞
い
た
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
Ｆ
は

「Filial

」
の
略
で
、
親
か
ら
の
世
代
の
意

味
で
す
。
F1

は
雑
種
第
１
世
代
、
F2

は
雑

種
第
２
世
代
の
こ
と
で
す
。

　

雑
種
第
１
世
代
は
優
性
遺
伝
子
が
発
現

し
、
劣
性
遺
伝
子
の
形
質
は
表
現
さ
れ
ず

隠
れ
て
い
ま
す
（
雑
種
強
勢
と
い
い
ま

す
）。
第
２
世
代
は
少
な
く
と
も
、
優
性

遺
伝
子
と
劣
性
遺
伝
子
の
双
方
と
、
両
方

の
遺
伝
子
を
持
っ
た
個
体
に
分
離
し
ま

す
。
交
雑
品
種
か
ら
採
種
す
る
と
第
２
世

代
に
な
り
、
こ
れ
を
用
い
て
栽
培
す
る
と

形
質
が
分
離
し
ま
す
。
親
と
同
じ
形
質
に

な
ら
な
い
た
め
、
F1

品
種
か
ら
は
採
種
で

き
な
い
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

固
定
種
は
遺
伝
的
に
固
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
交
雑
し
な
け
れ
ば
、
親
と
同
じ
形

質
の
農
作
物
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
た
め
、
自
家
採
種
で
は
主
に
固

定
種
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
販

品
種
に
も
ダ
イ
コ
ン
の
宮
重
系
、
ニ
ン
ジ

ン
の
黒
田
五
寸
系
、
ナ
ス
の
千
両
２
号
系

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
種
子
が
入
っ
た
袋
に

交
雑
種
（
F1

品
種
）
あ
る
い
は
固
定
種
と

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
参
考

に
し
て
下
さ
い
。

　

で
は
、
交
雑
品
種
は
採
種
で
き
な
い
の

で
し
ょ
う
か
？
雄
性
不
稔
で
種
子
が
で
き

な
い
品
種
以
外
は
採
種
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
親
と
は
同
じ
形
質
に
な
ら
ず
、
い
く

つ
か
の
形
質
に
分
離
し
ま
す
。

　

一
方
、
生
物
は
多
様
な
遺
伝
子
を
持
っ

て
い
た
方
が
環
境
の
適
応
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
あ
る
地
域
の
温
度
、
水
分
、
湿
度
、

光
、
土
壌
な
ど
の
環
境
条
件
に
特
化
し
た

植
物
は
そ
の
地
域
で
は
良
く
生
育
し
ま
す

が
、
他
の
環
境
条
件
で
は
生
育
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
系
統

で
種
子
を
採
り
続
け
る
と
、
次
第
に
劣
性

遺
伝
子
が
多
く
な
り
生
育
が
悪
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
（
内
婚
劣
性
と
い
う
）。
固

定
種
と
い
え
ど
も
遺
伝
的
多
様
性
（
雑
種
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
自
家

採
種
は
均
一
系
統
に
選
抜
す
る
の
で
は
な

く
、
２
～
３
％
程
度
は
弱
い
株
や
強
い
株

が
混
在
し
た
遺
伝
的
多
様
性
を
維
持
し
た

採
種
株
を
選
抜
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
殖
性
と
他
殖
性

　

自
家
採
種
を
行
う
た
め
に
は
、
種
子
を

形
成
す
る
受
精
の
性
質
を
知
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
受
精
は
大
き
く
、
次
の
３
種
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
同
じ
株
の
花
粉
で
受
精

す
る
自
殖
性
、
他
の
株
の
花
粉
で
な
い
と

受
精
で
き
な
い
他
殖
性
、
受
精
し
な
く
と

表１　多年生と一年生の農作物
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も
種
子
を
形
成
す
る
単
為
生
殖
に
分
け
ら

れ
ま
す
（
表
２
）。

　

イ
ネ
、
ダ
イ
ズ
、
ナ
ス
、
ト
マ
ト
な
ど

は
同
じ
株
の
花
粉
で
も
受
精
で
き
る
自
殖

性
で
す
。
こ
の
た
め
、
１
株
で
も
採
種
は

可
能
で
す
。
同
じ
株
の
花
粉
が
利
用
で
き

ま
す
の
で
交
雑
の
危
険
性
は
低
く
な
り
ま

す
。
ネ
ギ
類
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ニ

ン
ジ
ン
な
ど
は
他
の
株
の
花
粉
で
な
い
と

受
精
で
き
な
い
他
殖
性
で
す
。
こ
の
た
め
、

20
～
30
株
を
集
団
で
栽
培
し
て
、
異
な
る

系
統
の
株
間
で
受
精
し
て
採
種
し
ま
す
が
、

他
の
株
の
花
粉
が
な
い
と
受
粉
で
き
な
い

た
め
、
交
雑
の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
類
は
他
の
種
類
の
ア
ブ

ラ
ナ
科
野
菜
と
も
交
雑
し
ま
す
の
で
、
交
雑

し
や
す
い
表
３
に
示
し
た
ア
ブ
ラ
ナ
科
野

菜
類
と
は
離
し
て
採
種
し
ま
す
。

　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ス
イ
カ
、

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
は
雌
花
と
雄
花
が
別
々
に

形
成
さ
れ
る
た
め
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

交
雑
を
好
み
ま
す
。
同
じ
株
の
花
粉
で
も

受
精
し
ま
す
が
、
雄
花
の
花
粉
を
雌
花
の

柱
頭
に
付
け
て
受
精
し
ま
す
。

　

ニ
ラ
は
受
精
し
な
く
と
も
種
子
を
形
成

で
き
る
単
為
生
殖
で
す
。
こ
の
た
め
、
受

精
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
単
為

生
殖
を
開
始
す
る
た
め
に
は
花
粉
の
刺
激

が
必
要
な
た
め
受
粉
は
必
要
で
す
。

開
花
特
性

　

種
子
を
採
る
た
め
に
は
ま
ず
花
が
咲
か

な
い
と
先
に
進
み
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

花
芽
の
分
化
特
性
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
花
芽
は
低
温
と
高
温
な
ど
の
温
度
感

受
性
、
短
日
、
長
日
な
ど
の
光
周
性
、
栄

養
（
Ｃ
／
Ｎ
比
）
な
ど
に
よ
っ
て
分
化
し

ま
す
。
国
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
野
菜
類

は
低
温
に
よ
っ
て
分
化
す
る
種
類
が
最
も

多
く
、
次
い
で
温
度
や
日
長
に
は
影
響
さ

れ
ず
、
栄
養
状
態
で
分
化
す
る
種
類
に
な

り
ま
す
（
表
４
）。

　

低
温
で
は
-5
～
15
℃（
適
温
３
～
８
℃
）

で
感
受
性
を
示
し
て
花
芽
を
分
化
し
ま

す
。
一
定
の
大
き
さ
以
上
に
生
長
し
て
か

ら
低
温
感
受
性
を
示
す
（
グ
リ
ー
ン
バ
ー

ナ
リ
ゼ
シ
ョ
ン
）
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
セ
ル
リ
ー
、
タ

マ
ネ
ギ
、
ネ
ギ
、
ゴ
ボ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
種
子
が
発
芽
の

第
２
過
程
に
入
る
と
、
そ
れ
以
降
生
育
期

間
全
般
を
通
じ
て
低
温
に
感
受
性
を
示
す

（
シ
ー
ド
バ
ー
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
ハ
ク

サ
イ
、
ダ
イ
コ
ン
、
カ
ブ
、
タ
イ
サ
イ
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
高
温
で
は
レ
タ
ス
や
タ

カ
ナ
が
分
化
し
ま
す
。

　

花
芽
分
化
が
低
温
で
誘
導
さ
れ
る
キ
ャ

ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ダ
イ
コ
ン
、
ネ

ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
は
冬
期
間
に
花
芽
を

分
化
さ
せ
、
春
に
花
を
咲
か
せ
、
初
夏
に

採
種
し
ま
す
。

　

日
長
で
は
12
時
間
以
上
の
長
日
で
花
芽

分
化
す
る
シ
ュ
ン
ギ
ク
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

な
ど
が
あ
り
、
春
に
花
を
咲
か
せ
、
初
夏

に
採
種
し
ま
す
。
短
日
で
花
芽
分
化
す
る

イ
チ
ゴ
は
秋
に
花
芽
を
分
化
さ
せ
越
冬
後

春
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
（
表
５
）。

開
花
か
ら
採
種
ま
で
の
日
数

　

採
種
は
充
実
し
た
種
子
を
採
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
受
精
し
て
か
ら
発
芽
能
力
が

安
定
す
る
ま
で
の
期
間
は
野
菜
の
種
類
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
開
花
あ
る
い
は
受

粉
し
た
月
日
を
記
し
た
ラ
ベ
ル
を
付
け
、

表
６
に
示
し
た
日
数
を
経
た
後
採
種
し
ま

す
。
主
な
野
菜
の
採
種
方
法
は
後
で
説
明

し
ま
す
。

主
な
野
菜
の
採
種
方
法

　

最
初
に
も
述
べ
ま
し
た
が
「
育
種
」
と

「
採
種
」
は
異
な
り
ま
す
。
無
農
薬
・
無

化
学
肥
料
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
方
の
多
く

が
、
低
栄
養
で
育
っ
た
株
か
ら
採
種
し
よ

野菜名 交雑しやすい野菜

カブ ハクサイ、タイサイ、コマツナ、
サントウサイ、キョウナ

ハクサイ コマツナ、サントウサイ、カブ

タイサイ コマツナ、サントウサイ、カブ

コマツナ サントウサイ、ハクサイ、タイサイ、
カブ、キョウナ

キョウナ カブ、コマツナ、サントウサイ、
カラシナ

カラシナ タカナ

他殖性植物

キャベツ、ハクサイ、
ブロッコリー、ダイコン、カブ、
コマツナ、サントウサイ、
ホウレンソウ、ネギ類、
ニンジン、ソバなど

自殖性植物

イネ、コムギ、オオムギ、
ダイズ、ナス、ピーマン、
トマト、ソラマメ、
ナタネなど

交雑を好む植物 トウモロコシ、カボチャ、
スイカ、キュウリなど

単為生殖 ニラ、寒冷地の牧草など

表２　他殖性と自殖性

表３　アブラナ科の交雑関係

野菜名 要因 野菜名 要因

ニンジン 低温 ナス 栄養

ダイコン 低温 ピーマン 栄養

カブ 低温 トマト 栄養

ゴボウ 低温 ハクサイ 低温

イチゴ 低温と短日 キャベツ 低温

キュウリ 短日と低温 ブロッコリー 低温

メロン 栄養 コマツナ 低温

スイカ 栄養 ネギ 低温

ホウレンソウ 長日と低温 シュンギク 長日

タカナ 高温と長日 レタス 高温

ソラマメ 低温 インゲン 栄養

表４　花芽分化を起こす要因

特集  タネ採りに挑戦しよう
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う
と
し
ま
す
。「
育
種
」
で
は
低
栄
養
で

育
て
、
低
栄
養
に
適
応
し
た
個
体
を
選
抜

し
ま
す
が
、「
採
種
」
で
は
充
実
し
た
種

子
を
採
種
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

栄
養
分
が
少
な
い
条
件
で
育
っ
た
野
菜

類
は
貧
弱
で
種
子
も
充
実
し
て
い
な
い
場

合
が
多
々
あ
り
ま
す
。
採
種
す
る
野
菜
は

適
正
な
栄
養
管
理
で
健
全
に
育
て
、
着
果

数
も
制
限
し
て
充
実
し
た
種
子
を
採
る
よ

う
に
し
ま
す
。
次
に
、
主
な
野
菜
類
の
自

家
採
種
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

自
殖
性
野
菜

①
ナ
ス

　

充
実
し
た
種
子
を
得
る
た
め
に
、
採
種

す
る
株
と
収
穫
す
る
株
は
別
々
に
育
て
ま

す
。
採
種
株
は
着
果
数
を
制
限
し
、
１
株

10
個
以
下
と
し
、
そ
れ
以
外
の
果
実
は
す

べ
て
摘
果
し
ま
す
。
開
花
後
７
～
８
週
間

経
て
完
熟
し
た
果
実
を
収
穫
し
、
２
週
間

追
熟
さ
せ
ま
す
。
次
に
ナ
ス
の
ヘ
タ
の
部

分
を
３
分
の
１
ほ
ど
取
り
除
き
（
種
子
が

入
っ
て
い
な
い
）
こ
れ
を
縦
に
切
断
し
ま

す
。
ス
プ
ー
ン
で
ワ
タ
と
混
じ
っ
た
種
子

を
採
り
ま
す
。
水
の
中
で
ワ
タ
と
種
子
を

分
離
し
、
き
れ
い
な
水
で
良
く
洗
い
、
水

に
浮
い
た
種
子
を
取
り
除
き
、
沈
ん
だ
種

子
を
水
か
ら
上
げ
て
日
陰
で
３
～
５
日
よ

く
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
乾
燥
さ
せ
た
種
子
は

密
封
し
た
容
器
に
乾
燥
剤
と
と
も
に
入
れ

暗
冷
所
に
保
存
し
ま
す
。
上
手
に
保
存
す

る
と
３
～
５
年
間
は
種
子
の
寿
命
が
あ
り

ま
す
。
千
両
２
号
系
の
品
種
や
地
域
に
伝

わ
る
在
来
種
は
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
親

と
ほ
ぼ
同
じ
形
質
の
ナ
ス
が
得
ら
れ
ま
す
。

②
ト
マ
ト

　

採
種
す
る
ト
マ
ト
は
か
な
ら
ず
受
粉
に

よ
っ
て
結
実
さ
せ
ま
す
。
ト
マ
ト
ト
ー
ン

で
結
実
し
た
ト
マ
ト
は
果
実
が
立
派
で
も

種
子
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
種
子
を

充
実
さ
せ
る
た
め
採
種
株
は
５
段
以
下
、

１
段
２
個
以
下
の
着
果
と
し
ま
す
。
開
花

後
７
～
８
週
間
経
て
完
熟
し
た
果
実
を
収

穫
し
、
２
週
間
追
熟
さ
せ
ま
す
。
次
に
ト

マ
ト
を
半
分
に
切
断
し
手
で
崩
し
、
ゼ

リ
ー
と
混
じ
っ
た
種
子
を
採
り
だ
し
ま

す
。
こ
れ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
口
を

結
ん
で
日
陰
で
２
～
３
日
間
発
酵
さ
せ
ま

す
。
袋
が
膨
れ
て
き
た
ら
取
り
出
し
、
水

で
洗
っ
て
種
子
を
分
離
し
ま
す
。
分
離
し

た
種
子
を
き
れ
い
な
水
に
移
し
、
浮
い
た

実
を
取
り
除
き
、
沈
ん
だ
種
子
を
水
か
ら

上
げ
て
日
陰
で
３
～
５
日
よ
く
乾
燥
さ
せ

ま
す
。
乾
燥
さ
せ
た
種
子
は
密
封
し
た
容

器
に
乾
燥
剤
と
と
も
に
入
れ
暗
冷
所
に
保

存
し
ま
す
。
上
手
に
保
存
す
る
と
３
～
５

年
間
は
種
子
の
寿
命
が
あ
り
ま
す
。

③
ピ
ー
マ
ン
（
パ
プ
リ
カ
、ト
ウ
ガ
ラ
シ
）

　

充
実
し
た
種
子
を
得
る
た
め
に
、
採
種

す
る
株
と
収
穫
す
る
株
は
別
々
に
育
て
ま

す
。
採
種
株
は
着
果
数
を
制
限
し
、
１
株

10
個
以
下
と
し
、
そ
れ
以
外
の
果
実
は
す

べ
て
摘
果
し
ま
す
。
開
花
後
６
～
７
週
間

す
る
と
グ
リ
ー
ン
の
ピ
ー
マ
ン
は
ト
ウ
ガ

ラ
シ
の
よ
う
に
真
っ
赤
に
熟
し
ま
す
の

で
、
こ
れ
を
目
安
に
収
穫
し
ま
す
（
写
真

１
）。
収
穫
し
た
ピ
ー
マ
ン
を
縦
に
切
断

す
る
と
、
種
子
は
ヘ
タ
の
部
分
に
集
ま
っ

て
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
取
り
出

し
ま
す
。
き
れ
い
な
水
で
よ
く
洗
い
、
浮

い
た
種
子
を
取
り
除
き
、
水
か
ら
上
げ
て

３
～
５
日
間
よ
く
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
乾
燥

さ
せ
た
種
子
は
密
封
し
た
容
器
に
乾
燥
剤

と
と
も
に
入
れ
暗
冷
所
に
保
存
し
ま
す
。

上
手
に
保
存
す
る
と
３
～
５
年
間
は
種
子

の
寿
命
が
あ
り
ま
す
。

④
か
き
菜
（
ノ
ラ
ボ
ウ
菜
）

　

収
穫
す
る
株
よ
り
約
２
週
間
早
く
、
株

間
を
広
く
播
種
し
ま
す
。
春
先
花
が
咲
く

前
に
、
外
部
か
ら
の
花
粉
を
媒ば

い

介か
い

す
る
昆

虫
が
入
ら
な
い
よ
う
に
ネ
ッ
ト
で
覆
い
ま

す
。
開
花
後
７
～
８
週
間
で
株
ご
と
引
き

抜
い
て
収
穫
し
ま
す
。
束
ね
て
逆
さ
に
吊

る
し
、
サ
ヤ
が
は
じ
け
て
き
た
ら
、
た
た

い
て
種
子
を
採
り
ま
す
。
ゴ
ミ
を
取
り
除

い
て
密
封
し
た
容
器
に
乾
燥
剤
と
と
も
に

入
れ
暗
冷
所
に
保
存
し
ま
す
。
上
手
に
保

存
す
る
と
２
～
３
年
間
は
種
子
の
寿
命
が

あ
り
ま
す
。
北
関
東
を
中
心
に
栽
培
さ
れ

て
い
る
伝
統
野
菜
で
固
定
さ
れ
て
い
る
た

め
ほ
ぼ
親
と
同
じ
形
質
の
か
き
菜
が
得
ら

れ
ま
す
。

他
殖
性
野
菜

⑤
ダ
イ
コ
ン

　

ダ
イ
コ
ン
は
冬
を
越
さ
な
い
と
花
が
咲

短日植物
（秋の短日条件で開花） イチゴ、キュウリ

長日植物
（春の長日条件で開花）

ホウレンソウ、シュン
ギク

中性植物
（日長に関係なく開花）

メロン、スイカ、ナス、
ピーマン、トマト

受精後の日数 野菜の種類

15 ～ 20 日 レタス

35 ～ 40 日 メロン、インゲンマメ、ゴボウ

40 ～ 50 日 キュウリ、スイカ、ニンジン

50 ～ 55 日 カボチャ

55 ～ 60 日 ナス、トマト、ピーマン、ハク
サイ、ダイコン、キャベツ

表５　光周性

表６　種子の受精後発芽能力が生成する期間

写真１　ピーマンの種子
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き
ま
せ
ん
。
秋
に
形
の
良
い
ダ
イ
コ
ン
を

20
～
30
本
選
び
ま
す
。
数
が
多
い
の
は
ダ

イ
コ
ン
が
他
殖
性
で
あ
り
、
同
じ
株
の
花

粉
で
は
受
精
で
き
な
い
た
め
で
す
。
選
抜

し
た
ダ
イ
コ
ン
は
凍
ら
せ
な
い
よ
う
に
、

首
ま
で
土
に
埋
め
て
地
上
部
を
ワ
ラ
な
ど

で
覆
っ
て
保
存
し
ま
す
。
春
に
凍
害
の
恐

れ
が
な
く
な
っ
た
ら
、
畑
に
穴
を
掘
っ
て

土
の
中
に
差
し
込
み
ま
す
。
春
先
花
が
咲

く
前
に
、
外
部
か
ら
の
花
粉
を
媒
介
す
る

昆
虫
が
入
ら
な
い
よ
う
に
ネ
ッ
ト
で
覆
い

ま
す
。
開
花
後
７
～
８
週
間
で
茎
を
切
り

取
っ
て
収
穫
し
ま
す
（
写
真
２
）。
切
り

取
っ
た
株
は
束
ね
て
逆
さ
に
吊
る
し
、
サ

ヤ
が
は
じ
け
て
き
た
ら
、
た
た
い
て
種
子

を
採
り
ま
す
。
ゴ
ミ
を
取
り
除
い
て
密
封

し
た
容
器
に
乾
燥
剤
と
と
も
に
入
れ
暗
冷

所
に
保
存
し
ま
す
。
上
手
に
保
存
す
る
と

２
～
３
年
間
は
種
子
の
寿
命
が
あ
り
ま

す
。
宮
重
系
の
品
種
や
地
域
に
伝
わ
る
在

来
種
は
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
親
と
ほ
ぼ

同
じ
形
質
の
ダ
イ
コ
ン
が
得
ら
れ
ま
す
。

⑥
ニ
ン
ジ
ン

　

ニ
ン
ジ
ン
は
冬
を
越
さ
な
い
と
花
が
咲

き
ま
せ
ん
。
秋
に
形
の
良
い
ニ
ン
ジ
ン
を

10
～
20
本
選
び
ま
す
。
選
抜
し
た
ニ
ン
ジ

ン
は
凍
ら
せ
な
い
よ
う
に
、
首
ま
で
土
に

埋
め
て
地
上
部
を
ワ
ラ
な
ど
で
覆
っ
て
保

存
し
ま
す
。
春
に
凍
害
の
恐
れ
が
な
く
な
っ

た
ら
畑
に
穴
を
掘
っ
て
土
の
中
に
差
し
込

み
ま
す
。
春
先
花
が
咲
く
前
に
、
外
部
か

ら
の
花
粉
を
媒
介
す
る
昆
虫
が
入
ら
な
い

よ
う
に
ネ
ッ
ト
で
覆
い
ま
す
。
開
花
後
６

～
７
週
間
で
茎
を
切
り
取
っ
て
収
穫
し
ま

す（
写
真
３
）。切
り
取
っ

た
株
は
束
ね
て
逆
さ
に

吊
る
し
、
乾
燥
し
た
ら

種
子
を
採
り
ま
す
。
大

き
な
ゴ
ミ
は
取
り
除
き

ま
す
が
、
小
さ
な
ゴ
ミ

は
発
芽
促
進
に
役
立
ち

ま
す
の
で
そ
の
ま
ま
に

し
て
、
密
封
し
た
容
器

に
乾
燥
剤
と
と
も
に
入

れ
暗
冷
所
に
保
存
し
ま

す
。
種
子
の
寿
命
は
短

く
１
～
２
年
で
す
。
黒
田
五
寸
、
馬
込
系
、

向
陽
系
の
品
種
や
地
域
に
伝
わ
る
在
来
種

は
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
親
と
ほ
ぼ
同
じ

形
質
の
ニ
ン
ジ
ン
が
得
ら
れ
ま
す
。

⑦
長
ネ
ギ

　

長
ネ
ギ
は
冬
を
越
さ
な
い
と
花
が
咲
き

ま
せ
ん
。
秋
に
形
質
の
良
い
株
を
10
～
20

本
選
び
ま
す
。
近
く
に
ネ
ギ
の
な
い
畑
に

移
植
し
、
外
部
か
ら
の
花
粉
を
媒
介
す
る

昆
虫
が
入
ら
な
い
よ
う
に
ネ
ッ
ト
で
覆
い

ま
す
。
開
花
後
（
写
真
４
）、
ネ
ギ
の
坊

主
が
白
く
な
っ
た
ら
、
坊
主
を
切
り
取
っ

て
収
穫
し
、
２
週
間
前
後
乾
燥
さ
せ
ま

す
。
十
分
に
乾
燥
し
た
ら
、種
子
を
採
り
、

ゴ
ミ
を
取
り
除
い
て
密
封
し
た
容
器
に
乾

燥
剤
と
と
も
に
入
れ
暗
冷
所
に
保
存
し
ま

す
。
上
手
に
保
存
す
る
と
２
～
３
年
間
は

種
子
の
寿
命
が
あ
り
ま
す
。
下
仁
田
ネ
ギ

や
宮
ネ
ギ
系
の
品
種
、
地
域
に
伝
わ
る
在

来
種
は
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
親
と
ほ
ぼ

同
じ
形
質
の
長
ネ
ギ
が
得
ら
れ
ま
す
。

⑧
タ
マ
ネ
ギ

　

５
～
６
月
に
収
穫
し
た
形
質
の
良
い
タ

マ
ネ
ギ
10
～
20
玉
を
選
び
、
風
通
し
の
良

い
日
の
当
た
ら
な
い
場
所
に
束
ね
て
吊
る

し
て
保
存
し
ま
す
。10
月
上
旬
に
定
植
し
、

春
、
ネ
ギ
坊
主
が
出
る
前
に
、
外
部
か
ら

の
花
粉
を
媒
介
す
る
昆
虫
が
入
ら
な
い
よ

う
に
ネ
ッ
ト
で
覆
い
ま
す
。
ネ
ギ
の
坊
主

が
白
く
な
っ
た
ら
、
坊
主
を
切
り
取
っ
て

収
穫
し
、
２
週
間
前
後
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

十
分
に
乾
燥
し
た
ら
、
種
子
を
採
り
、
ゴ

ミ
を
取
り
除
い
て
密
封
し
た
容
器
に
乾
燥

剤
と
と
も
に
入
れ
暗
冷
所
に
保
存
し
ま

す
。
上
手
に
保
存
す
る
と
２
～
３
年
間
は

種
子
の
寿
命
が
あ
り
ま
す
。

交
雑
を
好
む
野
菜

⑨
キ
ュ
ウ
リ

　

充
実
し
た
種
子
を
得
る
た
め
に
、
採
種

す
る
株
と
収
穫
す
る
株
は
別
々
に
育
て
ま

す
。
採
種
株
は
着
果
数
を
１
株
５
～
６
個

に
制
限
し
、
そ
れ
以
外
の
雌
花
は
す
べ
て

摘
果
し
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ
は
種
子
が
入
っ

て
い
な
く
て
も
肥
大
し
ま
す
の
で
、
必
ず

雌
花
へ
雄
花
の
花
粉
を
受
粉
さ
せ
ま
す
。

開
花
後
６
～
７
週
間
で
完
熟
し
た
果
実
を

写真２　ダイコンの開花

写真３　ニンジンの開花

写真４　長ネギの開花

特集  タネ採りに挑戦しよう
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収
穫
し
、
１
週
間
追
熟
さ
せ
ま
す
。
ヘ
タ

の
部
分
を
切
り
取
り
、縦
に
切
断
し
ま
す
。

種
子
は
尻
の
部
分
に
多
く
入
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ス
プ
ー
ン
な
ど
で
種
子
を
取
り
出

し
、
水
で
良
く
洗
っ
て
浮
い
た
種
子
を
取

り
除
き
、
水
か
ら
上
げ
て
３
～
５
日
よ
く

乾
燥
さ
せ
ま
す
。
乾
燥
さ
せ
た
種
子
は
密

封
し
た
容
器
に
乾
燥
剤
と
と
も
に
入
れ
暗

冷
所
に
保
存
し
ま
す
。
上
手
に
保
存
す
る

と
３
～
４
年
間
は
種
子
の
寿
命
が
あ
り
ま

す
。

⑩
カ
ボ
チ
ャ

　

開
花
前
日
に
雌
花
の
先
を
洗
濯
バ
サ
ミ

で
挟
み
、
受
粉
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

翌
日
雄
花
か
ら
花
粉
を
集
め
、
雌
花
に
受

粉
し
、
再
び
雌
花
の
先
を
洗
濯
バ
サ
ミ
で

止
め
て
お
き
ま
す
。
開
花
後
７
～
８
週
間

で
収
穫
し
、
２
週
間
追
熟
さ
せ
ま
す
。
ヘ

タ
か
ら
縦
に
切
断
し
、
ス
プ
ー
ン
な
ど
で

種
子
を
取
り
出
し
、
水
で
良
く
洗
っ
て
浮

い
た
種
子
を
取
り
除
き
、
水
か
ら
上
げ
て

３
～
５
日
よ
く
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
乾
燥
さ

せ
た
種
子
は
密
封
し
た
容
器
に
乾
燥
剤
と

と
も
に
入
れ
暗
冷
所
に
保
存
し
ま
す
。
上

手
に
保
存
す
る
と
３
～
４
年
間
は
種
子
の

寿
命
が
あ
り
ま
す
。

単
為
生
殖
の
野
菜

⑪
ニ
ラ

　

ニ
ラ
は
受
粉
し
な
く
と
も
種
子
が
で
き

る
単
為
生
殖
の
た
め
、
ク
ロ
ー
ン
植
物
と

同
じ
よ
う
に
、
親
と
同
じ
形
質
を
持
っ
た

種
子
が
得
ら
れ
ま
す
。
ニ
ラ
は
冬
と
夏
を

越
さ
な
い
と
開
花
し
ま
せ
ん
の
で
、
通
常

の
３
月
播
種
６
月
定
植
で
は
開
花
し
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
採
種
す
る
ニ
ラ
は
９
月
中
旬

～
10
月
上
旬
に
播
種
し
、
４
月
中
下
旬
に

定
植
し
ま
す
。
こ
う
す
る
と
９
月
上
旬
に

は
開
花
し
ま
す
（
写
真
５
）。
な
お
、
ニ

ラ
は
多
年
草
で
越
冬
で
き
る
た
め
、
古
い

株
は
毎
年
開
花
し
ま
す
。
開
花
後
、
穂
が

白
く
な
っ
た
ら
、
穂
を
切
り
取
っ
て
収
穫

し
、
２
週
間
前
後
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
十
分

乾
燥
し
た
ら
種
子
を
採
り
、
ゴ
ミ
を
取
り

除
い
て
密
封
し
た
容
器
に
乾
燥
剤
と
と
も

に
入
れ
暗
冷
所
に
保
存
し
ま
す
。
上
手
に

保
存
す
る
と
２
～
３
年
間
は
種
子
の
寿
命

が
あ
り
ま
す
。

栄
養
繁
殖
系
の
野
菜

　

栄
養
系
で
繁
殖
す
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ

ツ
マ
イ
モ
、
サ
ト
イ
モ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
ニ

ン
ニ
ク
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
な
ど
も
自
家
採
種

す
る
と
、
地
域
適
応
性

が
生
ま
れ
ま
す
。
サ
ト

イ
モ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
は

特
に
地
域
に
適
応
性
が

高
い
た
め
、
自
家
採
種

す
る
こ
と
を
お
薦
め
し

ま
す
。

⑫
サ
ト
イ
モ

　

サ
ト
イ
モ
は
芽が

条
じ
ょ
う

変
異
を
生
じ
や
す
い
野

菜
で
す
。
こ
の
た
め
子

芋
を
種
芋
に
す
る
と
、

変
異
が
生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。
２
～
３

年
間
は
子
芋
を
種
芋
に
し
て
地
域
適
応
性

を
高
め
ま
す
が
、
そ
の
後
は
種
芋
を
採
る

株
は
親
芋
を
種
芋
と
し
て
用
い
ま
す
。
種

芋
は
親
芋
か
ら
子
芋
孫
芋
を
切
り
離
さ
ず

付
い
た
状
態
で
掘
り
上
げ
ま
す
。
70
㎝
掘

り
下
げ
た
穴
の
底
か
ら
、
芽
を
下
に
、
根

を
上
に
し
て
地
表
か
ら
20
㎝
の
深
さ
ま
で

積
み
上
げ
ま
す
。
そ
の
上
に
土
を
載
せ
さ

ら
に
ワ
ラ
な
ど
で
覆
っ
て
越
冬
さ
せ
ま

す
。
春
、掘
り
上
げ
て
種
芋
に
し
ま
す
が
、

子
芋
を
種
芋
と
し
た
株
は
食
用
に
、
親
芋

を
種
芋
と
し
た
株
は
次
年
度
の
種
芋
採
種

用
に
用
い
ま
す
（
写
真
６
）。

⑬
サ
ツ
マ
イ
モ

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
充
実
し
た
芋
を
採
る
た

め
、
挿
木
後
１
２
０
日
以
上
栽
培
し
た
株

か
ら
採
り
ま
す
。
芋
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

に
丁
寧
に
掘
り
上
げ
、
形
の
良
い
充
実
し

た
芋
を
選
び
、10
日
前
後
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

70
㎝
以
上
掘
り
下
げ
た
穴
に
保
存
し
ま
す

が
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は
保
存
期
間
中
も
呼
吸

量
が
多
い
の
で
、
種
芋
に
空
気
が
届
く
よ

う
に
藁
束
な
ど
で
空
気
口
（
煙
突
の
よ
う

な
も
の
）
を
つ
け
ま
す
。
春
先
、
踏
み
床

温
床
な
ど
に
伏
せ
込
ん
で
萌
芽
さ
せ
ま
す

（
写
真
７
）。
苗
は
展
開
葉
４
枚
が
ベ
タ
ー

で
、
２
葉
を
土
の
中
に
挿
し
、
２
葉
は
地

上
部
に
出
し
て
植
え
付
け
ま
す
。

写真５　ニラの開花

写真６　収穫したサトイモ

写真７　サツマイモの伏せ込み


